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スミ ナガ シ の 越冬 態 が 帽 で ある 事 は , 周知 の 事実 で ある が , 野外 で の 映 化 習性 に つい て の 報告 は まだ 無い 様 に 
思わ れる . 

本 種 の 食 樹 は , 高知 県 の 平地 に 於 いて は , ヤマ ビリ ワ (Meliosma rigida Sigs. et Zucc.) で ある が 越冬 遇 は ヤ 
マビ フリ 自体 で は 見 つか ら ず , 此 の 事 より 察し て 幅 化 は , 他 に 移行 し て 行わ れる と 考え られ , と これ が 本 種 の 遇 化 習 
性 が 不明 の 優 残 され た 原因 の 一 つと 思わ れる . 

筆者 は 1962 年 高知 市 に 於 いて 。 その 遇 化 習性 を つき とめ る こと と に 成功 し た の で と こと は に 報告 

稿 を 草 す る に 当り 御 協 力 を 給 つ た , 中 内 光昭 , 藤岡 知夫 , 別府 隆 守 の i 革 を 御 掛け し 
た 原 章 氏 に 深謝 の 意 を 表す る . 

観察 場所 及び 時 期 
高知 市 五台山 及び 高知 市 石 立 人 幡 宮 
台 山 は 浦 戸 湾 に 面 し た 小高 い 丘 で , 此 の 山 一 帯 が 県 立 公 園 に 指定 され て 居り , 市 内 で ある に も か か わら ず 頁 
矢面 及び 西 斜面 に は , シイ , ヤマ ビワ , アカ マッ ツ を 主 と す る 天然 林 が 残っ て 居り , 樹高 は , 平均 7~8m 胸高 直径 
30cm 位 で 林 の 中 は 明る く 乾 燥 し て 居り 陰湿 な 感じ は し な い . 林 の 中 に は 所 々 に オガ タマ が 自生 し て 居る の で 。 

ミカ ドア ゲハ が 多く , 他 に も モン キア ゲハ , ナガ サキ アテ アゲハ, スミ ナガ シ , アオ バ セ セ リ , ムラ サキ ッ パ メ 等 が 
多く , リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ , オジ ロン シ ジ ミ が 採集 きれ た 記録 が ある . 

石 立 八幡 宮 も 林 の 状態 は 前 記 五台山 と 大 体 同一 で ある . 

観察 は 主として , 1962 年 11 月 及び 12 月 に 行っ た . 

観察 方 法 

野外 に 於 いて 観察 する 場合 , スミ ナガ シ の 過 殻 は し ば し ば 食 樹 の 葉 裏 , 小枝 , 又 , 附近 の 小木 の 葉 在 , 小枝 等 
に 於 いて 発見 され る が , その 員 殻 の 数 , 位置 か ら 察 し て 当然 目 に 付く は ず の 普 が 全く 見 受け られ な い 事 に 疑問 を 
抱き , 観察 を 重ね た 結果 , 食 樹 で ある ヤマ ビワ の 根本 の ヒサ カキ の 小枝 で 星 殻 を 発見 , 何 良 く 観察 する と 同じ 枝 
の 数 cm 離れ た 処 に 枯葉 が 落ち 掛 っ て 居り , その 枯葉 の 下 枝 で 中 が 発見 され た . ニケ の 幅 が わずか 数 cm し か 離れ 
ず , し か も 枯葉 が 落ち 掛 っ た 様 な , 特殊 な 場所 に 於 いて 顕 化し て 居る 事 に 共通 性 を 感じ , 以後 は 食 樹 の 附近 で , 
木 の 小枝 に 枯葉 が 落ち 掛 っ て 居る 様 な 場所 を 主として 観察 し た . その 結果 , 31 踊 を 採集 する 事 が 出来 た の で , そ 
れ 等 の 遇 の 遇 化 場所 に つい て の 共通 点 を まとめ て 述べ る . 

観察 結果 

疫 の 見 出さ れる 木 は 総 て 厚 葉 常緑 広葉 樹 で 。 ツバ キ , ヒサ カキ ,。 シキミ , サカ キ 等 の 小さ く 堅 い 薬 が 密生 し て 
居る 木 で ある . 同じ 常緑 千 で も アオ キ の 様 な 葉 が 大 きく 疎 な 木 , 又 , マ ツ , ス ギ , マキ の 様 な 針 藤樹 か ら は 見 出さ 
れ な い . 

此 の 様 な 厚 葉 常緑 広葉 樹 が 食 樹 の 根本 の 周囲 に ある 場合 は , そ こ か ら 設 が 見 出さ れる . 此 の 場合 , 疫 の 仁 置 は 比 
NU RN OC 食 樹 の 根本 に 厚 葉 常緑 広葉 樹 が 無い 場合 は 近く 
の 木 に 移行 し 央 化 し て 居る が か, 此 の 場合 は 由 の 高 さ は 一 定 せ ず そ の 木 全体 に 分 散 し て 居る . 筆者 の 経験 で は , 食 樹 
か ら 10m 程 離れ た 3.5m 位 の 高 さ の サ カキ で 疲 を 4 頭 採集 し た が 根本 の 小枝 か ら 2.5m 程 の 高 さ まで 疫 は 見 出さ れ 
た . それ 以上 の 高 さ か らち は 帆 を 発見 する 事 が 出来 な か っ た が , それ は 枯葉 が 枝 に 掛 っ て 居 な か っ た 為 と 思わ れる . 
ズ , 食 樹 に 常緑 樹 の 枝 が 差し 掛 っ て 居る 様 な 場合 は 樹 上 で , その 健 移 行 し , 過 化 する と 思わ れ , 上 の 位置 は 高く 
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今 迄 の 経験 で は 3.5m 位 の 高 所 で 山 を 採集 し た . 大 
ま か に は 以上 の 様 な 告 木 及 び 位 軒 で 上 由 化 し て 店 る が , 
スミ ナガ シン の 貴 化 習性 の 特徴 は 次 の 点 に ある と 思 は れ 
る . 由 は 必ず 木 の 小枝 に 枯 薬 が 落ち 掛 っ た 処 に に 此 の 枯 
葉 を 枝 に 乗っ た まま の 状態 で 糸 で 丈夫 に 1 一 2 枚 枝 に 
NSIM RD . 此 の 場 
合 婚 の 姿勢 は 地面 に 対し て 垂直 る 事 無く , 枝 と 平 
i 
量 に 掛 っ て 居る 枝 で 帽 化 し た 場合 は , 松葉 の 向き に 
に 体位 を 保っ て 居る 場合 が ある . 葉 の 着い た 枯れ 校 
が 木 の 枝 に 落ち 掛 っ て 居る 場合 , これ を 落ち 掛 っ た 枝 
SO 
居る . 此 の 標 に 和枝 に 枯葉 が 掛 っ た 場所 を 選び , 踏 化し , 
RR , 一 見 し て 枯葉 の 中 
に も ぐり 込ん で 居る 様 に 感じ る の 
も ぐり 込ん だ り 枯 葉 に クモ の 系 が 絡ん だ 様 な 所 で は 誠 
i i ます に 足る 空隙 か 
下方 に ある 様 な 場所 を 選定 し て 居る 

i 用 は 総 て 褐色 で ある が , 上 の 枯葉 , 枝 の 色 に 
多少 左右 され 人 色彩 を 変じ , 地 色 は 明る い 茶 褐色 , 灰 笠 
色 , 黒褐色 , 灰 褐色 に 薄い 青色 現 を 6 灰 
褐色 に 薄い 桃色 斑 を 変じ えん た も の 等 が 見 られ る が , 多 
く は 表面 が 黒く よごれ た 感じ で ある 

此 の 様 に 由 は , 枯 菜 に 隠れ , し か も 公 彩 が 周囲 の 色 に 
非常 に 良く 似 て 居る 為 に , 上 帳 の 発見 は 困難 で ある 
以上 が 筆者 等 が 採集 し た 30 鉛 に つい て の 共通 点 及び 
特徴 で ある が , 例外 的 な 由 が 1 例 あ る . これ は ヤマ ビ 
ソリ の 葉柄 に 端 化し て 居 た も の で , 葉柄 の 元 を 枝 に 維 で 
丈夫 に 取り 付け , その 葉柄 に 垂下 し て 居 た . 此 の 場合 
上 帆 の 隠れ 宗 た 成る 様 な 枯 菜 は , 上 部 に 全く 無く , 遇 の 
色 は 灰 褐色 で 表面 は 黒く よごれ た 様 な 感じ は 無 っ た . 
此 の 様 な 例 は 現在 まで の 処 1 例 で , 他 は 例外 無く , 食 


樹 以 外 の 厚 葉 常緑 広 械 樹 で , し か も 小枝 に 相葉 が 掛 っ Fig.1 枯 枝 で 踊 化 し た 例 枯葉 を 糸 で くく りつ け 。 尾根 
樹 以外 の 硫 葉 常緑 小 校 の 如く し て いる 状態 が よく わか る 
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た 下 で 遇 化 し て 居 た . IN Fig.3 椿 の 枝 で 占 化 し た 例 や は り 枯 葉 を 頭上 
以上 が スミ ナガ シ 越 冬 輔 の 野外 観察 の 結果 で ある と くくり つけ て いる 

CD A か な り 多 数 の 鯖 殻 が 発見 され た が , これ は 風 
雨 の 為 に 上 部 に ある 枯葉 が 除 夫 され 目 に つき 易く 成っ た も の か , 又 夏 の 開 の 交 化 習性 が 越冬 帆 の 場合 と 美 な り 











ei で の 場所 を 選定 せ ず 幅 化 する の か , 現在 まで の 観 傘 で は 明らか で 無い が , 顕 帝 が 比較 的 破 
損 を 受け ず に 残っ て 居る 点 か ら 察 し て , 夏 の 映 殻 が 残っ て 居り , 然 も 紫 の 映 は 特定 の 場所 を 選定 する 事 無 く 忠 
化す る 様 で ある . 此 の 点 ! に 関し て は 。 今後 観察 を 重ね 実体 を 明らか に する 心 算 で ある ・ 

条 参 考 迄 に 付記 し て 置く が , 過 に 対す る 寄生 率 は 少く 。 寄生 の 為 死亡 せる 踊 は わずか ニケ を 数 えた の み で ある ・ 



































NII-Electronic Library Service 


